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（
本
論
は
、
二
○
○
六
年
十
一
月
二
○
日
に
ア
ジ
ア
神
学
協
議
会
　
日
本
地
区
研
修
会
に
お
い
て
行
っ
た
講
演
原
稿
に
基
づ
き
、
本
誌
掲
載
の
た
め
一
部
手
直
し
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
切
迫
し
て
講
演
依
頼
を
受
け
た
こ
と
や
論
者
の
北
米
在
住
と
い
う
地
理
的
制
約
な
ど
の
た
め
本
論
は
米
英
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
関
連
資
料
を
限
定
的
に
用
い
、
邦
文
を
含
む
そ
の
他
の
資
料
を
用
い
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
二
十
一
世
紀
は
ま
だ
そ
の
初
頭
に
あ
り
、
本
論
が
用
い
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
い
う
呼
称
自
体
が
確
定
し
た
時
代
や
文
化
で
あ
る
よ
り
は
過
渡
的
な
も
の
を
指
し
示
す
こ
と
か
ら
、
本
論
の
性
格
も
中
間
発
表
な
い
し
は
事
例
研
究
の
類
と
な
っ
た
点
で
読
者
の
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。）
序
　
「
改
革
さ
れ
た
教
会
は
常
に
改
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（E
cclesia
reform
ata
sem
perreform
anda
est
）
キ
リ
ス
ト
教
二
千
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
今
日
ほ
ど
時
代
の
挑
戦
を
受
け
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
と
叫
ば
れ
て
い
る
時
代
も
め
ず
ら
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
今
日
の
挑
戦
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
公
認
、
十
六
世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
、
近
代
国
家
誕
生
を
歴
史
に
刻
印
し
た
ス
ラ
ン
ス
革
命
、
二
十
世
紀
の
世
界
教
会
協
議
会
の
設
立
や
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
教
会
に
及
ぼ
し
た
広
範
囲
か
つ
長
期
的
な
影
響
に
比
べ
れ
ば
限
定
的
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
教
会
へ
の
外
面
的
影
響
は
と
も
あ
れ
、
内
面
的
影
響
に
関
し
て
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
る
現
代
の
教
会
へ
の
浸
透
は
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、「
教
会
は
常
に
改
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
声
は
世
界
的
に
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
オ
ッ
ト
ー
・
デ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
が
そ
の
著
を
『
教
会
の
世
紀
』（
一
九
二
七
）
と
題
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
十
世
紀
は
教
会
へ
の
関
心
に
お
い
て
世
界
的
高
揚
を
見
た漓
。と
り
わ
け
、
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
七
○
年
代
に
か
け
て
、
諸
教
会
間
の
相
互
理
解
の
前
進
、
Ｋ
・
バ
ル
ト
の
『
教
会
教
義
学
』
に
代
表
さ
れ
る
神
学
的
洞
察
、
新
約
学
、
教
父
学
、
教
会
史
学
な
ど
の
分
野
で
の
貢
献
も
あ
り
教
会
理
解
の
深
化
と
多
様
な
教
会
論
の
展
開
が
見
ら
れ
た
。
同
時
に
、
そ
こ
に
は
ニ
カ
イ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
の
「
一
つ
の
、
聖
い
、
公
同
の
、
使
徒
的
教
会
」
と
い
う
理
想
を
指
向
す
る
集
合
的
教
会
理
解
の
基
本
が
あ
っ
た
。
西
方
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
お
よ
び
東
方
正
教
会
間
の
対
話
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
成
果
と
し
て
の
世
界
教
会
協
議
会
の
設
立
、「
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
体
」
と
い
う
教
会
理
解
を
基
本
と
し
た
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
教
義
憲
章
『
諸
民
族
の
光
』、
福
音
主
義
陣
営
か
ら
の
『
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
誓
約
』
な
ど
は
こ
の
よ
う
な
集
合
的
教
会
理
解
の
表
現
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
○
年
代
以
降
に
世
界
的
潮
流
と
な
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
の
到
来
に
至
り
、
教
会
理
解
の
転
換
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
モ
ダ
ン
が
前
提
と
し
た
普
遍
性
、
合
理
性
、
構
造
性
な
ど
86
を
否
定
し
、
普
遍
に
対
す
る
個
、
合
理
性
に
対
す
る
人
格
性
、
社
会
性
に
対
す
る
個
性
を
強
調
し
た
こ
と
か
ら
、
教
会
理
解
に
関
し
て
は
「
集
合
」
に
代
わ
っ
て
「
多
様
」
が
基
本
と
な
り
、
諸
教
会
の
あ
る
が
ま
ま
が
是
認
さ
れ
、
そ
の
上
に
多
様
な
教
会
論
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
教
会
改
革
理
念
に
お
い
て
も
、
時
代
へ
の
教
会
の
対
応
は
単
な
る
「
変
化
」
（change
）
か
ら
継
続
的
な
「
改
革
」（reform
）、
さ
ら
に
よ
り
抜
本
的
な
「
変
換
」（transform
ation
）
や
「
改
変
」
（conversion
）
ま
で
多
様
に
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る滷
。
本
論
の
標
題
に
あ
る
「
教
会
論
」
は
、
厳
密
に
は
聖
書
学
に
基
づ
く
教
義
学
、
教
会
史
学
、
宣
教
学
な
ど
の
学
際
領
域
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
過
去
の
学
的
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
新
時
代
の
研
究
成
果
を
反
映
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
教
会
論
」
が
学
と
し
て
成
り
立
つ
上
に
は
、
多
様
な
教
会
理
解
を
反
映
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
状
へ
の
該
当
に
お
け
る
普
遍
性
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
論
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
「
教
会
論
」
の
可
能
性
を
問
う
の
で
あ
る
が
、
一
般
論
と
し
て
そ
れ
が
成
り
立
ち
に
く
い
時
代
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
え
て
論
を
進
め
る
に
あ
た
り
一
つ
の
示
唆
と
な
り
う
る
も
の
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
が
十
六
世
紀
後
半
の
困
難
な
時
代
に
直
面
す
る
中
か
ら
生
じ
た
一
つ
の
標
語
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
宗
教
改
革
が
ル
タ
ー
派
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ド
、
急
進
派
、
英
国
国
教
会
な
ど
に
分
か
れ
、
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
に
よ
る
体
制
建
て
直
し
を
経
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
挑
戦
を
受
け
て
守
勢
に
立
つ
中
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
後
継
者
テ
オ
ド
ー
ル
・
ベ
ザ
あ
る
い
は
そ
の
サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
生
じ
た
、
序
論
の
標
題
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
標
語
か
ら
「
改
革
さ
れ
た
」（reform
ata
）
を
抜
い
た
形
の
も
の
が
後
代
に
流
布
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
今
日
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
脈
絡
に
お
い
て
も
多
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
本
来
の
標
語
に
お
い
て
は
過
去
に
み
こ
と
ば
に
基
づ
い
て
改
革
さ
れ
た
教
会
に
お
け
る
継
承
と
し
て
の
改
革
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
過
去
の
改
革
と
い
う
伝
統
を
担
う
教
会
の
改
革
に
は
教
会
理
解
に
お
け
る
継
続
性
、
規
範
性
、
方
向
性
な
ど
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
視
点
抜
き
の
教
会
論
の
構
築
は
「
常
に
改
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
命
題
を
満
た
し
う
る
と
し
て
も
、
時
代
に
対
す
る
証
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言
を
二
千
年
続
け
て
き
た
キ
リ
ス
ト
の
生
命
体
と
し
て
の
教
会
に
相
応
し
い
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
１．
教
会
論
成
立
に
と
っ
て
の
否
定
的
状
況
い
ず
こ
で
あ
れ
教
会
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
そ
の
自
己
理
解
に
基
づ
く
教
会
論
が
成
り
立
ち
う
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
よ
っ
て
「
諸
教
会
論
」
が
現
実
的
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
聖
書
が
教
会
を
「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
」、
キ
リ
ス
ト
を
「
教
会
の
か
し
ら
」
と
す
る
有
機
体
と
し
て
の
教
会
理
解
を
基
本
と
し
、
そ
こ
に
普
遍
性
と
個
別
性
を
同
時
に
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
普
遍
を
リ
ア
ル
な
も
の
で
あ
る
よ
り
は
名
目
上
の
も
の
と
し
、
個
々
の
教
会
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
か
ら
教
会
理
解
を
起
こ
す
教
会
唯
名
論
の
立
場
に
立
つ
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
今
日
は
、
教
会
論
形
勢
に
と
っ
て
否
定
的
状
況
下
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
状
況
へ
の
貢
献
要
因
は
多
く
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
　
盧
　
欧
米
に
見
ら
れ
る
脱
キ
リ
ス
ト
化
と
教
会
の
退
潮
現
象
、
盪
　
伝
統
的
教
会
論
批
判
、
蘯
　
神
学
に
お
け
る
教
会
論
の
多
様
化
と
混
乱
の
三
点
に
絞
っ
て
言
及
す
る
。
盧
　
欧
米
社
会
と
そ
の
文
化
は
伝
統
的
に
キ
リ
ス
ト
教
的
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
に
い
た
り
「
キ
リ
ス
ト
教
ば
な
れ
」、「
教
会
ば
な
れ
」
に
代
表
さ
れ
る
脱
キ
リ
ス
ト
教
化
が
加
速
し
た
と
さ
れ
る
。
顕
著
な
事
例
は
キ
リ
ス
ト
教
主
要
教
派
に
見
ら
れ
る
退
潮
現
象
、
と
り
わ
け
会
員
数
の
減
少
で
あ
ろ
う
。
北
米
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
統
計
を
も
っ
て
例
証
す
れ
ば
、
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
の
二
十
年
間
に
合
衆
国
長
老
教
会
（U
PU
SA
:
一
九
八
三
年
合
同
に
な
るU
PU
SA
とU
PU
S
双
方
の
統
計
）
で
二
八
％
、
ア
メ
リ
カ
ン
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
で
三
七
％
、
聖
公
会
で
二
○
％
、
組
合
教
会
系
の
合
同
キ
リ
ス
ト
教
会
（U
C
C
）
で
一
九
％
、
合
同
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
で
一
七
％
の
会
員
数
減
少
が
見
ら
れ
、
離
脱
会
88
員
の
過
半
数
は
三
十
才
以
下
の
年
代
層
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
八
五
年
以
降
の
退
潮
現
象
も
加
速
度
を
増
す
と
い
わ
れ
、
合
衆
国
長
老
教
会
の
統
計
で
は
一
九
九
四
〜
六
年
の
会
員
数
減
少
は
そ
れ
ぞ
れ
三
万
三
千
、
三
万
九
千
、
三
万
四
千
弱
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る澆
。「
教
会
ば
な
れ
」
の
中
に
は
棄
教
者
や
他
宗
教
へ
の
改
宗
者
も
含
ま
れ
よ
う
が
、
多
く
は
他
教
派
へ
の
転
会
者
か
「
教
会
予
備
軍
」
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
間
に
躍
進
し
た
福
音
主
義
諸
教
会
へ
の
転
出
現
象
も
顕
著
と
な
る
。
「
教
会
ば
な
れ
」
現
象
と
平
行
し
て
教
会
の
内
面
的
な
変
化
、
と
り
わ
け
、
聖
書
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
異
質
的
な
い
し
は
異
教
的
と
み
な
さ
れ
る
宗
教
的
あ
る
い
は
疑
似
宗
教
的
影
響
の
教
会
内
へ
の
浸
透
は
危
機
的
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
新
約
学
者
Ｔ
・
ラ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
今
日
教
会
を
浸
蝕
す
る
偶
像
的
影
響
力
と
し
て
は
古
代
ロ
ー
マ
の
軍
神
マ
ル
ス
崇
拝
に
通
じ
る
対
立
・
好
戦
的
風
潮
、
富
の
神
マ
モ
ン
崇
拝
、
エ
ロ
ス
的
愛
の
神
ア
フ
ロ
デ
ィ
テ
（
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
崇
拝
を
反
映
す
る
性
道
徳
、
地
球
神
ガ
イ
ア
崇
拝
や
汎
神
教
に
通
じ
か
ね
な
い
エ
コ
ロ
ジ
ー
至
上
主
義
な
ど
が
あ
る
。
教
会
は
こ
れ
ら
の
影
響
力
が
三
位
一
体
の
神
礼
拝
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
し
か
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
パ
ウ
ロ
が
説
く
「
霊
的
戦
い
」（
エ
ペ
ソ
六
10
〜
20
）
を
も
っ
て
対
抗
す
る
必
要
を
ラ
イ
ト
は
訴
え
る潺
。
ま
た
、
北
米
キ
リ
ス
ト
教
界
に
顕
著
と
さ
れ
る
影
響
力
と
し
て
は
、
財
力
を
も
っ
て
教
会
の
成
功
度
を
判
定
し
、
宗
教
（
教
会
）
を
商
品
化
す
る
「
商
業
主
義
」
（com
m
ercialism
）
、
適
者
生
存
の
原
則
に
基
づ
き
教
会
新
設
を
自
由
に
試
み
る
べ
し
と
す
る
「
起
業
家
精
神
」
（entrepreneurship
）、
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
最
大
限
に
充
足
し
う
る
「
大
規
模
教
会
」（m
egachurch
）
志
向
な
ど
は
、「
神
は
富
者
や
成
功
者
を
祝
福
す
る
」
と
唱
え
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
版
「
富
者
の
福
音
」
と
も
い
え
よ
う
。
盪
　
否
定
的
状
況
へ
の
貢
献
度
に
お
い
て
最
も
重
要
な
要
因
は
伝
統
的
教
会
論
全
般
に
対
す
る
批
判
的
精
神
で
あ
ろ
う
。
批
判
の
対
象
と
し
て
は
聖
書
を
始
め
と
し
て
、
古
代
教
会
、
宗
教
改
革
、「
教
会
の
世
紀
」
二
十
世
紀
ま
で
の
教
会
理
解
が
視
野
に
89
入
れ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
聖
域
は
な
い
。
関
連
し
て
興
味
深
い
点
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
教
会
論
の
試
み
の
一
部
に
見
ら
れ
る
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
を
そ
れ
以
前
の
キ
リ
ス
ト
教
す
べ
て
か
ら
峻
別
す
る
傾
向
で
あ
る
。
例
え
ば
、
教
会
史
で
古
代
、
中
世
、
宗
教
改
革
、
近
世
と
通
常
区
分
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
を
「
古
キ
リ
ス
ト
教
」（A
ncient
C
hristianity
）
と
総
称
し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
と
対
比
さ
せ
る
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
を
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
」
（C
hristendom
）
を
前
提
と
し
た
時
代
と
し
、
後
者
を
「
ポ
ス
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
」（post-C
hristendom
）
と
称
し
た
り
、
さ
ら
に
前
者
を
単
純
に
「
旧
世
界
キ
リ
ス
ト
教
」（the
old
w
orld
C
hristianity
）、
後
者
を
「
新
世
界
キ
リ
ス
ト
教
」
（the
new
w
orld
C
hristianity
）
と
呼
ぶ
試
み
で
あ
る潸
。
こ
の
よ
う
な
試
み
の
背
景
に
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
教
会
が
直
面
す
る
状
況
は
こ
れ
ま
で
の
時
代
と
は
類
を
異
に
す
る
特
殊
と
み
な
す
理
解
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
伝
統
的
教
会
論
へ
の
批
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
先
述
の
古
代
信
条
に
見
る
「
一
つ
の
、
聖
い
、
公
同
の
、
使
徒
的
」
と
い
う
表
現
は
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
い
て
は
「
多
様
か
つ
一
つ
の
」、「
カ
リ
ス
マ
的
か
つ
聖
い
」、「
公
同
的
か
つ
地
域
的
な
」、「
使
徒
的
か
つ
預
言
者
的
な
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
べ
き
と
の
批
判
が
あ
る澁
。
ま
た
、
宗
教
改
革
の
共
通
遺
産
と
も
い
え
る
ル
タ
ー
派
教
会
の
基
本
信
条
『
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
信
仰
告
白
』（
七
条
、
教
会
）
に
対
す
る
宣
教
学
か
ら
の
批
判
も
あ
る
。「
教
会
は
、
聖
徒
の
集
ま
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
福
音
が
純
粋
に
教
え
ら
れ
、
聖
礼
典
が
正
し
く
執
行
さ
れ
る
」
と
の
告
白
文
が
、
教
会
を
受
動
的
に
「
教
え
ら
れ
」、「
執
行
さ
れ
」
る
も
の
と
表
現
し
、
教
会
が
そ
の
存
立
理
由
で
あ
る
使
命
（
た
と
え
ば
福
音
宣
教
）
を
能
動
的
に
達
成
す
る
と
の
視
点
に
欠
け
る
と
の
批
判
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
改
革
が
キ
リ
ス
ト
教
世
界
内
部
で
行
わ
れ
た
た
め
に
教
会
の
使
命
が
内
向
的
に
理
解
さ
れ
、
す
で
に
キ
リ
ス
ト
の
支
配
下
に
あ
る
と
さ
れ
る
「
世
界
」
へ
の
積
極
的
関
与
と
い
う
視
点
を
欠
く
教
会
論
と
な
っ
た
と
も
批
判
さ
れ
る澀
。
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
か
ら
の
批
判
は
伝
統
的
諸
教
会
が
告
白
す
る
歴
史
的
な
教
派
信
条
す
べ
て
に
も
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
世
界
福
音
同
盟
（W
E
F
）
の
宣
教
委
員
会
主
催
に
な
る
、
宣
教
学
を
め
ぐ
90
る
懇
談
会
（
一
九
九
九
）
は
『
イ
グ
ア
ス
証
言
』（Iguassu
A
ffirm
ation
）
を
採
択
し
、
そ
こ
で
福
音
宣
教
に
お
け
る
教
派
を
越
え
た
協
力
を
困
難
に
す
る
要
因
と
し
て
諸
教
派
に
お
け
る
「
不
適
切
な
神
学
、
と
り
わ
け
教
会
に
つ
い
て
の
教
理
」
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う潯
。
蘯
　
今
日
、
脱
キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
た
世
俗
社
会
に
お
い
て
教
会
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
か
は
、
歴
史
学
、
社
会
学
、
宗
教
学
、
政
治
学
、
心
理
学
な
ど
多
領
域
の
関
心
事
で
あ
り
、
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
教
会
理
解
が
成
り
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
を
歴
史
学
的
、
社
会
学
的
教
会
論
な
ど
と
呼
び
、
神
学
に
お
け
る
教
会
論
か
ら
区
別
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
学
の
領
域
に
お
い
て
も
三
位
一
体
論
的
、
キ
リ
ス
ト
論
的
、
聖
霊
論
的
、
聖
礼
典
論
的
（sacram
ental
）、
典
礼
学
的
（liturgical
）
教
会
論
な
ど
と
呼
ぶ
試
み
が
多
様
に
提
起
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
論
的
教
会
論
に
分
類
さ
れ
う
る
「
ケ
ノ
ー
シ
ス
教
会
論
」
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、「
キ
リ
ス
ト
は
神
の
御
姿
で
あ
ら
れ
た
方
な
の
に
、
…
ご
自
分
を
無
に
し
て
」（
ピ
リ
ピ
二
６
、
７
）
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
の
自
己
卑
下
（
ケ
ノ
ー
シ
ス
）
の
視
点
か
ら
、
二
○
○
一
年
九
月
十
一
日
以
降
を
二
十
一
世
紀
の
終
末
的
世
界
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
あ
る
教
会
を
徹
底
的
に
「
十
字
架
と
回
心
」
へ
と
向
か
う
も
の
へ
と
転
換
す
る
必
要
を
訴
え
た
試
論
で
あ
る潛
。
こ
の
よ
う
な
試
み
の
多
様
化
は
教
会
理
解
の
深
ま
り
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
、
単
数
形
の
「
教
会
論
」（ecclesiology
）
を
問
う
こ
と
の
妥
当
性
な
ど
神
学
上
の
問
題
を
提
起
し
、
複
数
形
の
「
諸
教
会
論
」
（ecclesiologies
）
に
伴
う
混
乱
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
こ
と
に
も
な
る
。
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ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
教
会
論
に
向
け
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
到
来
を
キ
リ
ス
ト
教
会
に
と
っ
て
危
機
と
と
ら
え
る
か
、
躍
進
の
好
機
と
と
ら
え
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
敵
対
者
と
み
な
し
て
対
抗
路
線
を
採
る
か
、
そ
れ
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
現
実
と
み
な
し
て
適
応
路
線
を
採
っ
て
自
己
変
革
を
は
か
る
か
は
、
今
日
の
教
会
に
と
っ
て
の
基
本
的
選
択
と
い
え
よ
う
。
前
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
諸
教
会
が
継
承
す
る
伝
統
的
教
会
論
の
弁
証
を
促
す
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
際
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
影
響
が
広
く
教
会
内
に
浸
透
し
て
い
る
現
実
か
ら
し
て
、
こ
の
弁
証
が
教
会
の
現
況
と
か
み
合
わ
な
い
教
条
主
義
や
表
層
的
な
あ
い
ま
い
さ
に
陥
る
危
険
が
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
従
来
教
会
が
し
ば
し
ば
避
難
所
と
し
て
き
た
「
教
会
と
世
界
」
と
い
う
二
元
論
に
陥
る
こ
と
は
教
会
論
の
新
た
な
形
成
に
貢
献
す
る
も
の
で
は
な
い
。
他
方
、
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
の
積
極
性
は
評
価
し
う
る
と
し
て
も
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
多
元
主
義
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
序
論
で
触
れ
た
「
改
革
さ
れ
た
教
会
」
と
い
う
教
会
論
形
成
に
お
け
る
主
体
が
見
失
わ
れ
、
改
革
の
規
範
や
方
向
が
曖
昧
と
な
り
、
時
代
へ
の
安
易
な
妥
協
に
陥
る
危
険
を
は
ら
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
教
会
に
と
っ
て
避
け
て
通
れ
な
い
今
日
的
課
題
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
た
め
、「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
教
会
論
の
可
能
性
」
を
問
う
こ
と
の
意
義
は
あ
ろ
う
。
以
下
に
、
選
択
的
に
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
三
例
を
紹
介
し
、
教
会
論
の
可
能
性
へ
の
示
唆
を
分
析
す
る
。
最
初
の
二
例
は
米
国
の
主
流
教
会
か
ら
の
試
論
で
、
第
一
が
伝
統
的
教
会
論
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
の
接
点
を
探
り
つ
つ
教
会
の
生
き
残
り
を
は
か
る
も
の
で
、
第
二
が
急
進
的
に
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
教
会
論
へ
の
転
換
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
英
国
に
お
け
る
青
年
伝
道
の
経
験
を
有
す
る
著
者
が
そ
の
背
景
か
ら
、「
固
形
体
教
会
」
（solid
church
）
と
「
流
動
体
教
会
」（liquid
church
）
と
を
対
比
す
る
斬
新
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
っ
て
新
し
い
教
会
論
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
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盧
『
死
に
直
面
す
る
教
会
│
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
脈
絡
に
お
け
る
教
会
論
』（
一
九
九
九
）
の
著
者
Ｍ
・
ジ
ン
キ
ン
ズ
（
出
版
時
点：
合
衆
国
長
老
教
会
教
職
、
牧
会
経
験
を
経
て
オ
ー
ス
チ
ン
神
学
校
準
教
授
）
は
、
先
述
の
北
米
主
要
教
会
に
お
け
る
退
潮
現
象
を
「
あ
る
種
の
死
」
と
認
識
す
る
こ
と
か
ら
教
会
論
の
再
考
を
提
起
す
る
。
退
潮
現
象
に
直
面
す
る
教
会
が
し
ば
し
ば
教
勢
挽
回
の
た
め
に
霊
性
の
強
調
、
時
流
の
文
化
的
要
素
の
採
用
、
起
業
家
精
神
や
商
業
主
義
に
基
づ
く
伝
道
計
画
や
組
織
作
り
な
ど
に
走
り
勝
ち
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
一
般
的
傾
向
に
対
し
て
、
著
者
は
「
脱
構
築
」
を
唱
え
た
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
哲
学
者
デ
リ
ダ
（Jaques
D
errida
）
を
引
用
し
つ
つ
、
人
は
死
に
直
面
し
、
そ
こ
で
は
代
人
を
採
用
で
き
ず
、
自
己
の
み
が
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
初
め
て
「
責
任
あ
る
」（responsible
）
存
在
と
な
れ
る
よ
う
に
、
教
会
も
死
に
直
面
し
て
初
め
て
そ
の
真
の
あ
り
方
と
自
己
認
識
（
教
会
論
）
を
新
た
に
し
う
る
と
す
る
。
こ
の
出
発
点
こ
そ
は
、
教
会
が
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
苦
難
を
受
け
る
た
め
の
十
字
架
を
取
り
上
げ
、
犠
牲
と
な
り
、
聖
餐
お
よ
び
洗
礼
論
的
意
味
合
い
に
お
い
て
死
を
体
験
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
出
発
点
か
ら
著
者
は
教
会
の
性
質
（de-scribing
church
）、
分
類
（taxonom
ies
）、
意
味
（speaking
ofchurch
）
な
ど
教
会
論
の
プ
レ
レ
ゴ
メ
ナ
、
方
法
論
を
展
開
す
る
。
一
例
と
し
て
、
教
会
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
る
時
、
そ
れ
が
な
に
を
意
味
す
る
の
か
を
問
う
第
四
章
を
取
り
上
げ
る
と
、
教
会
と
い
う
「
こ
と
ば
」
と
そ
れ
が
意
味
す
る
「
実
体
」
と
の
間
に
は
矛
盾
の
関
係
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
関
係
は
聖
書
が
信
仰
者
の
集
ま
り
で
あ
る
「
教
会
」
を
「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
」
と
呼
び
、
教
会
が
語
る
「
こ
と
ば
」
を
「
神
の
こ
と
ば
」
と
み
な
す
こ
と
に
も
通
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
が
教
会
と
は
何
か
を
多
様
に
語
る
こ
と
ば
と
一
つ
の
、
普
遍
的
教
会
の
実
態
と
の
間
に
も
同
様
の
関
係
が
成
り
立
つ
。
そ
こ
で
、
教
会
論
の
第
一
義
的
目
標
を
聖
書
か
ら
伝
統
的
な
普
遍
教
会
の
理
念
や
教
会
の
定
義
と
本
質
を
演
繹
的
に
語
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
教
会
の
自
己
認
識
、
歴
史
的
な
個
別
教
会
を
理
解
す
る
こ
と
に
置
く
。
こ
の
視
点
か
ら
著
者
は
最
終
章
「
信
仰
告
白
│
教
会
論
序
説
」
へ
と
進
み
、
そ
こ
で
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
東
方
教
会
教
父
、
宗
教
改
革
な
ど
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
教
会
論
の
再
考
を
試
み
、
最
終
的
に
は
そ
れ
ら
の
教
会
論
の
背
後
に
あ
る
主
体
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が
キ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
教
会
は
そ
の
キ
リ
ス
ト
の
し
る
し
（
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
）
で
あ
る
と
結
論
す
る濳
。
ジ
ン
キ
ン
ズ
が
そ
の
「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
認
め
る
よ
う
に
、
厳
密
に
言
え
ば
本
書
は
教
会
論
序
説
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
脈
絡
に
お
け
る
教
会
論
」
と
称
す
る
最
大
の
理
由
は
著
者
の
立
場
が
教
会
唯
名
論
と
呼
べ
る
も
の
で
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
多
元
主
義
と
も
合
致
し
て
、
個
別
教
会
の
自
己
理
解
・
表
現
こ
そ
が
リ
ア
ル
で
あ
る
と
見
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
伝
統
的
教
会
論
が
普
遍
教
会
の
理
解
か
ら
始
め
た
こ
と
に
代
わ
り
、
個
別
教
会
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
か
ら
始
め
て
、
普
遍
的
な
教
会
実
態
の
し
る
し
（
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
）
と
し
て
の
教
会
を
論
じ
る
こ
と
が
教
会
論
プ
ロ
パ
ー
を
構
成
す
こ
と
に
な
る
。
盪
　
Ｓ
・
グ
ラ
ウ
ツ
・
ト
ド
ラ
ン
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
神
学
院
卒
、
合
同
キ
リ
ス
ト
教
会
牧
師
）
の
『
キ
リ
ス
ト
教
変
革
│
新
宗
教
改
革
へ
の
十
道
程
』（
一
九
九
六
）
は
、
自
由
主
義
神
学
の
基
盤
の
上
に
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
重
視
す
る
ヴ
ァ
イ
タ
リ
ズ
ム
（
生
気
論
）、
ホ
ー
リ
ズ
ム
（
全
体
論
）、
コ
ミ
ュ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
共
同
体
意
識
）
な
ど
の
テ
ー
マ
を
加
え
て
教
会
改
革
論
を
大
胆
に
展
開
す
る
一
般
書
で
あ
る
。
本
書
の
基
本
的
立
場
は
、
先
に
も
触
れ
た
「
旧
世
界
キ
リ
ス
ト
教
」
と
「
新
世
界
キ
リ
ス
ト
教
」
と
の
急
進
的
二
分
化
と
対
立
で
あ
り
、
近
代
ま
で
の
歴
史
的
キ
リ
ス
ト
教
を
一
括
し
て
「
旧
世
界
キ
リ
ス
ト
教
」
と
み
な
し
、
そ
れ
と
対
比
さ
れ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
へ
の
適
応
を
目
指
す
「
新
世
界
キ
リ
ス
ト
教
」
へ
の
徹
底
し
た
転
換
を
「
新
宗
教
改
革
」
と
称
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
「
新
世
界
キ
リ
ス
ト
教
序
説
」、「
新
世
界
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
神
と
人
格
」、
「
イ
エ
ス
と
新
世
界
キ
リ
ス
ト
教
」、「
悪
と
新
世
界
キ
リ
ス
ト
教
宇
宙
論
」
の
四
章
を
内
容
と
し
、
そ
こ
で
広
範
囲
に
わ
た
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
へ
の
適
応
を
試
み
る
の
で
あ
る
が
、
本
論
と
の
関
係
で
教
会
を
主
題
と
す
る
第
三
章
の
み
を
以
下
で
概
観
す
る
。
著
者
は
第
三
章
を
「
旧
世
界
キ
リ
ス
ト
教
」
に
お
け
る
イ
エ
ス
像
問
題
か
ら
始
め
、
伝
統
的
な
「
信
仰
の
イ
エ
ス
」（
主
、
救
い
主
、
キ
リ
ス
ト
）
像
と
啓
蒙
主
義
を
継
承
し
た
自
由
主
義
神
学
が
提
唱
し
た
「
歴
史
の
イ
エ
ス
」（
道
徳
の
教
師
）
像
を
い
ず
れ
も
不
十
分
と
し
、
パ
ウ
ロ
が
第
一
コ
リ
ン
ト
書
で
「
さ
ら
に
ま
さ
る
道
を
示
す
」（
十
二
31
）
と
し
て
、「
愛
の
章
」
十
三
章
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を
導
入
し
た
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
新
世
界
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
イ
エ
ス
像
を
「
慈
愛
の
活
き
た
擬
人
化
」（the
living
personification
ofloving
kindness
）
と
定
義
す
る
。
こ
の
定
義
自
体
は
、
Ａ
・
リ
ッ
チ
ュ
ル
が
『
義
認
と
和
解
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
教
説
』（
一
八
七
○
〜
四
）
に
お
い
て
伝
統
的
な
、
神
の
義
と
愛
と
を
相
関
さ
せ
る
ア
ン
セ
ル
ム
ス
的
キ
リ
ス
ト
論
を
退
け
、
神
の
愛
の
み
を
強
調
す
る
ア
ベ
ラ
ル
ド
ウ
ス
的
キ
リ
ス
ト
論
を
導
入
し
た
自
由
主
義
神
学
の
延
長
線
上
に
あ
ろ
う
が
、
著
者
の
強
調
点
は
「
活
き
た
」（living
）、「
愛
の
」（loving
）
と
い
う
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
ヴ
ァ
イ
タ
リ
ズ
ム
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
こ
の
イ
エ
ス
像
か
ら
著
者
は
以
下
の
十
項
目
を
新
宗
教
改
革
へ
の
道
程
と
し
て
提
起
す
る潭
。
１．
排
他
的
か
ら
多
元
的
へ
２．
位
階
的
か
ら
民
主
的
へ
３．
上
か
ら
の
神
か
ら
内
在
の
神
へ
４．
教
理
的
か
ら
直
感
的
へ
５．
罪
意
識
か
ら
愛
中
心
へ
６．
肉
体
否
定
か
ら
肉
体
肯
定
へ
７．
参
政
権
か
ら
預
言
者
的
へ
（F
rom
enfranchised
to
prophetic
）
８．
終
末
論
的
か
ら
生
態
学
的
へ
９．
分
派
か
ら
一
致
へ
10．
イ
エ
ス
に
つ
い
て
の
宗
教
か
ら
イ
エ
ス
の
宗
教
へ
上
記
十
項
目
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
特
徴
で
あ
る
宗
教
多
元
主
義
や
神
の
超
越
性
に
対
す
る
内
在
性
の
強
調
、
さ
ら
に
モ
ダ
ン
が
人
間
を
理
性
と
非
理
性
、
霊
と
肉
、
精
神
と
肉
体
な
ど
と
分
け
て
と
ら
え
た
こ
と
に
対
し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
人
格
と
し
て
の
全
体
的
人
間
を
強
調
し
、
そ
の
感
情
、
直
感
、
愛
、
肉
体
性
な
ど
を
重
視
し
た
こ
と
、
ま
た
、
自
然
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
（
生
態
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学
）
へ
の
関
心
を
強
め
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
は
教
会
論
プ
ロ
パ
ー
で
あ
る
よ
り
は
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
教
会
論
の
特
徴
を
簡
潔
に
示
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
う
る
。
蘯
　
Ｐ
・
ワ
ー
ド
（
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ン
グ
ス
カ
レ
ッ
ジ
教
授
、
大
衆
文
化
・
神
学
の
専
門
家
）
著
『
流
動
体
教
会
』（
二
○
○
二
）
は
本
論
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
近
年
の
出
版
物
の
中
で
も
重
要
か
つ
刺
激
的
な
書
物
の
一
つ
で
あ
り
、
上
述
の
二
書
に
比
べ
て
も
教
会
の
全
体
像
を
視
野
に
入
れ
た
、
堅
実
な
教
会
論
構
築
の
試
み
で
あ
る澂
。
そ
の
序
論
に
お
い
て
、
著
者
は
時
代
の
急
速
な
変
化
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
今
日
の
「
教
会
は
常
に
改
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提
起
す
る
が
、
す
べ
て
の
対
応
や
改
革
が
正
し
い
も
の
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、
理
想
と
す
る
「
流
動
体
教
会
」
が
い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
改
革
に
は
適
当
な
枠
付
け
や
方
向
性
の
必
要
を
認
め
る
。
本
書
の
方
法
論
は
、
伝
統
的
な
「
固
形
体
教
会
」
と
新
時
代
の
「
流
動
体
教
会
」
の
対
比
、
後
者
へ
の
変
革
の
必
要
、
そ
し
て
後
者
の
神
学
的
、
社
会
学
的
分
析
を
試
み
る
の
で
あ
る
が
、
論
述
全
般
に
お
い
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
思
考
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
ず
、
導
入
部
の
「
固
形
体
教
会
」
の
論
述
（
一
〜
二
章
）
に
お
い
て
、
著
者
は
近
代
文
化
を
論
じ
る
に
あ
た
り
固
形
的
近
代
性
と
流
動
的
近
代
性
が
あ
る
と
し
て
、
前
者
が
秩
序
、
規
制
、
安
定
、
単
一
を
志
向
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
急
速
に
変
化
、
進
展
す
る
情
報
・
技
術
文
明
に
対
応
し
て
、
カ
オ
ス
、
不
確
実
、
開
放
、
多
様
、
変
化
を
志
向
す
る
と
と
ら
え
、
こ
の
流
動
的
近
代
性
と
の
関
連
で
「
流
動
体
教
会
」
を
試
論
す
る
。
こ
れ
ら
の
対
応
を
教
会
理
解
に
当
て
は
め
れ
ば
、「
固
形
体
教
会
」
で
は
教
会
へ
の
参
加
度
が
信
心
深
さ
の
尺
度
と
な
り
、
教
勢
や
会
計
な
ど
の
サ
イ
ズ
重
視
が
あ
り
、
近
代
の
マ
ス
プ
ロ
に
つ
な
が
る
組
織
や
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
画
一
化
が
見
ら
れ
、
教
会
の
ク
ラ
ブ
（
娯
楽
部
）
化
が
加
速
す
る
。
こ
の
教
会
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
に
生
き
残
り
う
る
と
す
れ
ば
、「
流
動
体
教
会
」
へ
の
突
然
変
異
を
し
な
い
限
り
、「
伝
統
の
維
持
」
か
、
こ
の
世
か
ら
の
「
避
難
所
」
か
、
過
去
へ
の
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
96
中
心
部
に
あ
た
る
「
流
動
体
教
会
」
の
論
述
で
は
、
第
三
〜
九
章
が
こ
の
教
会
の
基
盤
と
形
成
過
程
（「
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
流
動
性
」、「
流
動
体
教
会
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
流
れ
」、「
神
の
流
動
ダ
ン
ス
」、「
流
動
体
教
会
を
形
作
る
」、「
流
れ
の
規
制
（
そ
の
一
）
神
の
こ
と
ば
」、「
神
へ
の
渇
望
」、「
流
れ
の
規
制
（
そ
の
二
）
聖
霊
と
め
ぐ
み
」）
を
扱
い
、
最
終
第
十
章
（「
流
動
体
教
会
の
中
で
」）
が
こ
の
教
会
自
体
の
姿
を
描
写
す
る
。
流
動
体
教
会
論
の
出
発
点
は
パ
ウ
ロ
の
教
会
理
解
に
お
け
る
「
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
」
で
あ
り
、「
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
」（in
C
hrist
）
信
仰
者
が
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
に
参
与
す
る
と
い
う
流
動
性
に
あ
る
。
教
会
を
神
の
民
あ
る
い
は
信
仰
者
の
会
衆
と
し
て
あ
る
特
定
の
地
域
や
場
所
と
結
び
つ
け
る
伝
統
的
理
解
に
代
わ
り
、
社
会
学
的
視
点
か
ら
教
会
を
「
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
」
信
仰
者
が
形
成
す
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
流
れ
」
そ
の
も
の
と
と
ら
え
、
そ
こ
で
は
変
化
に
対
応
し
う
る
信
仰
共
同
体
、
礼
拝
、
宣
教
、
組
織
に
つ
い
て
の
新
し
い
理
論
を
作
り
う
る
と
す
る
。
流
動
体
教
会
に
と
っ
て
は
、
日
曜
日
に
会
員
が
礼
拝
に
一
堂
に
会
す
る
こ
と
は
中
心
的
で
は
な
く
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
会
員
間
の
自
発
的
な
コ
ミ
ヌ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
母
体
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
流
れ
が
教
会
の
生
命
と
な
る
。
ま
た
、
教
会
の
リ
ー
ダ
ー
が
こ
の
コ
ミ
ヌ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
統
制
す
る
必
要
も
な
い
。
著
者
は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
伝
統
的
教
会
論
が
焦
点
と
し
て
き
た
教
会
と
三
位
一
体
論
、
キ
リ
ス
ト
論
、
聖
霊
論
と
の
関
係
に
対
応
し
て
、「
神
の
流
動
ダ
ン
ス
」（
三
位
一
体
論
）、
流
れ
の
規
制
と
し
て
の
「
神
の
こ
と
ば
」（
キ
リ
ス
ト
論
）
と
「
聖
霊
と
め
ぐ
み
」（
聖
霊
論
）
を
流
動
体
教
会
の
実
相
と
結
び
つ
け
る
。
と
り
わ
け
、
興
味
深
い
一
章
は
社
会
学
的
考
察
と
さ
れ
る
「
流
動
体
教
会
を
形
作
る
」
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
欧
米
に
お
け
る
教
会
ば
な
れ
現
象
の
結
果
と
し
て
、「
私
は
霊
的
（spiritual
）
で
あ
る
が
、
教
会
に
属
す
る
ほ
ど
宗
教
的
（religious
）
で
は
な
い
」、
あ
る
い
は
「
信
じ
て
は
い
る
が
、
所
属
し
て
は
い
な
い
」
と
す
る
人
々
を
ど
の
よ
う
に
コ
ネ
ク
ト
し
、
流
動
体
教
会
に
結
び
つ
け
る
か
で
あ
る
。「
我
思
う
、
ゆ
え
に
我
在
り
」
を
も
っ
て
近
代
（
モ
ダ
ン
）
を
拓
い
た
デ
カ
ル
ト
の
向
こ
う
を
張
っ
て
、「
我
買
う
、
ゆ
え
に
我
在
り
」
を
是
と
す
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
消
費
者
社
会
に
お
い
て
、
流
動
体
教
会
は
自
ら
を
「
霊
的
市
場
」（spiritualm
arketplace
）、
そ
こ
で
の
買
い
物
を
霊
的
営
み
と
み
な
し
、
決
し
て
霊
的
消
費
者
を
物
質
主
義
者
と
非
難
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す
る
こ
と
な
く
、
彼
ら
の
希
望
、
夢
、
願
望
を
充
た
す
た
め
の
霊
的
商
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
買
う
行
為
の
背
景
に
は
意
義
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
霊
的
買
い
物
の
背
景
に
も
贖
い
や
救
い
の
可
能
性
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
宗
教
の
商
品
化
が
可
能
で
あ
る
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
最
終
章
に
お
い
て
著
者
は
こ
の
よ
う
な
流
動
体
教
会
は
い
ま
だ
実
現
を
見
て
い
な
い
と
し
て
、
そ
の
理
想
を
「
夢
」
と
し
て
語
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
教
会
を
形
作
る
過
程
は
現
実
に
進
行
中
で
あ
り
、
そ
の
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
３．
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
福
音
主
義
教
会
論
？
盧
　
今
日
、
福
音
主
義
（evangelicalism
）
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
な
り
運
動
な
り
を
定
義
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
大
ま
か
に
言
え
ば
聖
書
に
基
づ
き
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
に
そ
の
教
理
的
基
盤
を
置
き
、
敬
虔
主
義
の
流
れ
の
中
で
台
頭
し
、
信
仰
覚
醒
運
動
の
洗
礼
を
受
け
、
世
界
宣
教
運
動
を
展
開
す
る
中
で
二
十
世
紀
後
半
、
と
く
に
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
世
界
伝
道
会
議
に
お
い
て
世
界
的
に
認
知
さ
れ
、
今
日
ま
で
躍
進
を
続
け
る
グ
ル
ー
プ
と
い
え
よ
う
。
教
会
論
に
限
定
す
れ
ば
、
歴
史
的
に
福
音
主
義
に
は
相
反
す
る
潮
流
が
共
存
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
単
数
形
の
「
福
音
主
義
教
会
論
」（evangelical
ecclesiology
）
と
呼
び
う
る
共
通
の
教
会
理
解
の
有
無
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
通
常
、
福
音
主
義
諸
教
会
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
統
的
な
教
派
教
会
論
を
有
す
る
一
方
で
、「
教
会
内
小
教
会
形
成
運
動
」
と
し
て
の
敬
虔
主
義
や
個
人
の
回
心
に
力
点
を
置
く
信
仰
覚
醒
運
動
に
お
い
て
は
教
会
論
に
低
い
優
先
順
位
を
与
え
て
き
た
事
実
か
ら
し
て
、
諸
教
会
に
共
通
す
る
集
合
的
教
会
理
解
は
理
想
と
し
て
は
あ
る
と
し
て
も
、
現
実
と
認
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
確
か
に
、「
教
会
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
る
二
十
世
紀
に
お
い
て
は
福
音
主
義
は
世
界
宣
教
運
動
を
展
開
す
る
中
で
教
派
教
会
論
を
越
え
た
高
い
教
会
意
識
を
育
て
た
と
さ
れ
、『
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
誓
約
』
は
宣
教
の
主
体
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
の
教
会
と
い
う
集
合
的
教
会
論
を
掲
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
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先
に
引
用
し
た
『
イ
グ
ア
ス
証
言
』
が
福
音
主
義
の
宣
教
活
動
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て
「
不
適
切
な
神
学
、
と
り
わ
け
教
会
に
つ
い
て
の
教
理
」
を
問
題
と
し
た
こ
と
は
、
単
数
形
の
福
音
主
義
教
会
論
を
め
ぐ
る
統
一
的
見
解
が
い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
福
音
主
義
の
前
進
は
主
流
諸
教
会
の
退
潮
、
お
よ
び
そ
れ
ら
諸
教
会
が
積
極
的
に
参
与
し
た
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
後
退
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
台
頭
と
時
期
を
一
つ
と
す
る
。
こ
の
事
実
は
、
Ｓ
・
Ｊ
・
グ
レ
ン
ツ
が
そ
の
論
文
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
福
音
主
義
の
将
来
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
福
音
主
義
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
あ
る
程
度
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
む
し
ろ
新
時
代
の
挑
戦
を
受
け
つ
つ
前
進
し
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う潼
。
グ
レ
ン
ツ
の
主
旨
は
、
モ
ダ
ン
批
判
と
い
う
観
点
か
ら
福
音
主
義
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
基
本
的
な
合
意
が
あ
り
、
理
性
を
超
え
た
真
理
や
信
仰
に
よ
る
認
識
の
重
要
性
を
強
調
で
き
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
福
音
主
義
は
「
ポ
ス
ト
個
人
主
義
」
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
強
調
す
る
共
同
体
意
識
を
共
有
し
う
る
し
、「
不
合
理
」（irrational
）
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、「
非
合
理
あ
る
い
は
超
合
理
」（non-
rational
or
supra-rational
）
の
宗
教
的
真
理
や
霊
性
を
強
調
し
う
る
と
す
る
。
し
か
し
、
グ
レ
ン
ツ
の
論
考
は
福
音
主
義
教
会
論
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
の
関
係
は
視
野
に
は
入
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
宗
教
多
元
主
義
が
元
来
多
様
な
教
会
理
解
を
内
包
す
る
福
音
主
義
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
時
代
へ
の
対
応
を
試
み
る
福
音
主
義
諸
教
会
に
多
様
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
雑
種
）
的
諸
教
会
論
の
誕
生
が
見
ら
れ
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
福
音
主
義
の
前
進
の
陰
で
、
単
数
形
の
福
音
主
義
教
会
論
の
可
能
性
は
遠
の
い
て
い
る
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
へ
の
回
答
は
本
論
の
視
野
を
越
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
以
下
に
伝
統
的
教
会
論
の
再
考
を
含
め
た
福
音
主
義
教
会
論
の
可
能
性
を
め
ぐ
る
試
み
と
こ
の
問
い
に
関
し
て
は
最
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
宣
教
学
か
ら
の
取
り
組
み
に
触
れ
て
本
論
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。
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盪
　
Ｊ
・
Ｇ
・
ス
タ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
編
『
福
音
主
義
教
会
論
ー
現
実
か
幻
想
か
？
』（
二
○
○
三
）
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
最
新
出
版
物
の
一
つ
で
、
現
役
で
活
躍
中
の
福
音
主
義
神
学
者
九
名
の
論
文
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
の
構
成
と
し
て
は
、
第
一
論
文
（
Ｄ
・
ヒ
ン
ド
マ
ー
シ
「
福
音
主
義
教
会
論
は
撞
着
か
？
」）
が
福
音
主
義
に
お
け
る
超
教
派
的
、
国
際
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
一
つ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
教
会
論
へ
と
発
展
し
う
る
の
か
、
と
問
題
提
起
し
、
最
終
論
文
（
Ｒ
・
ビ
ー
ト
ン
「
教
会
を
再
想
像
す
る
ー
福
音
主
義
教
会
論
」）
が
福
音
主
義
教
会
論
の
可
能
性
に
向
け
て
の
更
な
る
研
究
を
訴
え
る
。
こ
れ
ら
両
論
文
の
間
に
「
三
位
一
体
論
的
、
聖
礼
典
論
的
教
会
論
」、「
教
会
の
し
る
し
」、「
一
つ
の
、
聖
い
、
公
同
の
、
そ
し
て
使
徒
的
教
会
」、「
自
由
教
会
教
会
論
」、「
十
字
架
の
教
会
」
な
ど
伝
統
的
教
会
論
が
取
り
組
ん
で
き
た
テ
ー
マ
の
再
考
と
福
音
主
義
教
会
論
の
可
能
性
が
問
わ
れ
る
。
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
以
下
に
Ｈ
・
Ａ
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
の
「
福
音
主
義
教
会
論
に
お
け
る
し
る
し
」
と
宣
教
学
の
背
景
か
ら
Ｇ
・
Ｒ
・
ハ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
の
「
宣
教
的
教
会
論
へ
の
福
音
主
義
的
変
革
」
と
の
二
論
文
へ
の
言
及
に
と
ど
め
る潘
。
ス
ナ
イ
ダ
ー
論
文
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の
福
音
主
義
陣
営
に
は
福
音
主
義
的
な
諸
教
会
論
が
現
実
に
あ
る
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
伝
統
的
な
し
る
し
論
（
古
代
教
会
の
「
一
つ
の
、
聖
い
、
公
同
の
、
使
徒
的
」
や
宗
教
改
革
の
み
こ
と
ば
、
聖
礼
典
、
教
会
訓
練
、
な
ど
）
の
再
考
を
も
っ
て
福
音
主
義
教
会
論
の
可
能
性
を
問
う
。
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
が
「
組
織
化
さ
れ
た
機
構
」
（organized
institution
）
を
前
提
と
し
た
た
め
に
上
で
触
れ
た
し
る
し
論
が
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
「
有
機
体
的
運
動
」（organic
m
ovem
ent
）
と
し
て
の
教
会
を
前
提
と
す
る
た
め
、
福
音
主
義
に
お
い
て
は
先
述
の
よ
う
に
「
一
つ
の
か
つ
多
様
な
」、「
聖
に
し
て
カ
リ
ス
マ
的
な
」、「
公
同
か
つ
地
域
的
な
」、「
使
徒
的
か
つ
預
言
者
的
」
し
る
し
を
有
す
る
教
会
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
結
論
と
し
て
、
著
者
は
北
米
に
お
け
る
今
日
の
福
音
主
義
に
見
ら
れ
る
諸
教
会
論
を
「
宗
教
改
革
に
よ
り
濾
過
さ
れ
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
論
の
伝
統
、
自
由
教
会
と
リ
バ
イ
バ
ル
運
動
の
伝
統
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
義
と
起
業
家
精
神
に
よ
り
培
わ
れ
た
多
様
な
雑
種
現
象
」
と
定
義
し
、
こ
の
事
実
の
ゆ
え
に
こ
そ
「
福
100
音
主
義
に
特
有
な
伝
統
で
あ
る
福
音
主
義
教
会
論
と
呼
べ
る
も
の
が
確
か
に
あ
り
う
る
」
と
し
、
こ
れ
が
今
日
い
ま
だ
形
成
中
で
あ
る
と
す
る
。
ハ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
論
文
は
、
教
会
の
性
格
は
基
本
的
に
「
宣
教
的
」（m
issional
）
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
つ
教
会
論
こ
そ
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
教
会
の
自
己
認
識
に
と
っ
て
決
定
的
意
義
を
有
す
る
と
し
て
、
諸
教
会
に
「
宣
教
的
教
会
論
」
（m
issionalecclesiology
）
へ
の
変
革
（conversion
）
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
教
会
論
は
、
伝
統
的
教
会
論
が
内
向
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
教
会
を
神
の
国
を
代
表
す
る
、
世
界
へ
の
宣
教
に
派
遣
さ
れ
た
民
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
派
遣
は
教
会
が
宣
教
師
を
派
遣
す
る
団
体
と
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
を
宣
教
的
共
同
体
へ
と
変
革
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
論
者
は
さ
ら
に
こ
の
変
革
の
過
程
、
と
り
わ
け
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
障
害
と
な
り
う
る
課
題
を
取
り
上
げ
る
。
例
え
ば
、
論
者
は
し
ば
し
ば
福
音
主
義
の
ア
キ
レ
ス
腱
と
い
わ
れ
る
個
人
主
義
お
よ
び
回
心
体
験
や
信
仰
上
の
選
択
の
重
視
を
「
消
費
者
の
自
由
選
択
」
原
則
に
基
づ
く
宗
教
的
商
業
主
義
と
通
じ
る
も
の
と
み
な
し
、
そ
れ
に
対
し
て
「
宣
教
的
教
会
論
」
は
宣
教
的
共
同
体
意
識
を
教
会
に
回
復
し
、
神
の
国
が
信
仰
者
を
取
り
巻
く
全
生
活
領
域
に
お
け
る
変
革
を
も
た
ら
す
こ
と
を
強
調
す
る
。
結
論
と
し
て
、
教
会
が
「
こ
の
世
に
お
け
る
神
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
導
き
入
れ
ら
れ
た
者
」
と
の
自
己
認
識
に
立
ち
、
積
極
的
に
神
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
が
こ
の
変
革
の
要
で
あ
る
と
す
る
。
蘯
　
Ｄ
・
Ｌ
・
グ
ー
ダ
ー
著
『
教
会
の
継
続
的
改
変
』（
二
○
○
○
）
は
宣
教
学
の
視
点
か
ら
教
会
改
革
を
論
じ
る
も
の
で
、
厳
密
な
意
味
で
の
教
会
論
の
書
で
は
な
い
が
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
教
会
論
の
可
能
性
を
考
察
す
る
上
で
多
く
の
示
唆
を
提
供
す
る
書
で
あ
る
。
著
者
は
長
老
派
の
宣
教
学
者
、
神
学
校
教
授
で
前
著
『
私
の
証
人
で
あ
れ
』（B
e
M
y
W
itnesses,
一
九
八
五
）
の
著
者
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る
。
本
書
の
構
成
と
し
て
は
、
教
会
の
基
礎
と
し
て
の
「
神
の
派
遣
」（
一
〜
三
章
）、
教
会
の
重
要
課
題
と
し
て
の
改
変
の
必
要
性
（
四
〜
六
章
）、
地
域
教
会
と
制
度
教
会
に
お
け
る
改
変
過
程
（
七
〜
八
章
）
を
総
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括
的
に
扱
う
の
で
あ
る
が
、
重
複
を
避
け
る
た
め
に
も
、
第
六
章
「
救
い
と
宣
教
の
縮
小
化
」
と
第
七
章
「
教
会
の
改
変
ー
地
域
教
会
」
の
二
章
に
限
定
し
、
著
者
の
主
張
点
を
簡
単
に
見
る
こ
と
に
す
る澎
。
本
書
で
著
者
が
一
貫
し
て
主
張
す
る
点
に
「
縮
小
（
化
）」（reduction,reductionism
）
の
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
と
の
対
応
が
教
会
理
解
の
上
で
重
要
課
題
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
の
著
者
の
伝
統
的
教
会
理
解
批
判
は
広
範
囲
に
わ
た
り
、
た
と
え
ば
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
に
対
し
て
も
手
厳
し
い
。
宗
教
改
革
は
神
の
こ
と
ば
の
権
威
と
説
教
を
教
会
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
貢
献
し
た
も
の
の
、
義
認
論
を
基
礎
に
教
会
を
築
い
た
た
め
、
全
世
界
へ
の
神
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
教
会
と
い
う
視
点
を
欠
い
た
「
救
済
縮
小
化
」
の
過
ち
に
陥
り
、
続
く
啓
蒙
主
義
も
信
仰
の
個
人
主
義
化
を
も
っ
て
福
音
の
目
的
を
幸
福
の
追
求
と
す
り
変
え
る
「
縮
小
化
」
を
し
た
と
批
判
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
今
日
「
縮
小
化
」
現
象
は
顕
著
と
な
り
、
新
会
員
の
獲
得
と
新
教
会
設
立
計
画
が
宣
教
や
伝
道
の
目
的
と
縮
小
視
さ
れ
、
極
端
な
場
合
に
は
伝
道
の
み
を
目
的
と
す
る
教
会
の
出
現
が
目
立
つ
こ
と
に
な
り
、
福
音
を
そ
の
す
べ
て
の
広
が
り
に
お
い
て
全
世
界
に
伝
え
る
と
い
う
視
点
が
失
わ
れ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
教
会
の
使
命
は
秩
序
の
維
持
、
制
度
の
保
全
、
権
力
の
保
持
に
終
始
す
る
危
険
が
広
く
見
ら
れ
こ
と
に
な
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
教
会
の
宣
教
的
使
命
遂
行
の
た
め
に
地
域
教
会
が
重
要
な
器
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
地
域
教
会
の
継
続
的
改
変
の
た
め
に
は
福
音
に
聞
く
の
み
な
ら
ず
、
斬
新
で
、
総
括
的
な
方
法
を
も
っ
て
福
音
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
こ
で
は
い
か
な
る
「
縮
小
化
」
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
礼
拝
ス
タ
イ
ル
に
一
例
を
と
れ
ば
、「
伝
統
的
」、「
時
流
的
」、「
両
者
の
混
合
」
な
ど
と
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
「
礼
拝
者
を
楽
し
ま
せ
る
」、「
彼
ら
の
要
求
を
充
た
す
」、「
時
流
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
」
な
ど
が
主
要
因
と
な
り
、
教
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
視
点
が
見
失
わ
れ
て
決
定
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
こ
に
縮
小
化
が
生
じ
る
。
同
様
に
、
福
音
宣
教
を
人
々
を
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
と
し
て
神
の
国
へ
導
き
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
よ
り
は
、
良
い
教
会
員
を
生
み
出
す
手
段
と
み
な
す
こ
と
も
縮
小
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
地
域
教
102
会
に
と
っ
て
の
恒
常
的
か
つ
深
刻
な
誘
惑
は
、
神
の
国
の
福
音
が
提
示
す
る
十
全
性
を
経
営
し
う
る
宗
教
に
縮
小
し
、
宗
教
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
存
続
を
教
会
の
主
要
目
的
と
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
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